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トヨタ生産方式（TPS）との出会い
私は､28年間登録車のボデー設計に携わり、その後２年

間特装設計を経て､今の特装車のモノづくりに直接携わる

ことになりました。

当時の生産は典型的季節変動型であり、春と秋の需要

期は昼間作れるだけ作り、修正、手直しは定時後､場合に

よっては深夜､更には徹夜をして納期に間に合わせる､ま

さに自転車操業の「モノづくり」の繰り返しであり、「昨

日徹夜で何台完成させた」と言うことが､あたかも自慢の

ようにまかり通っていました。部品作りでも、当社のレ

ーザー設備は24時間稼動で､夜中は無人運転、製品の歩留

まりも90％以上確保と大変生産効率の良いすばらしい

「モノづくり」が出来ていると､思っていました。

しかし現実は、必要のないものまで多量に作り、結果

在庫の山であり、本当に必要な部品（少量）は、作りた

くても作れないという矛盾した「モノづくり」になって

いました。

本来のラインの中で作りこみができる「モノづくり」

にしなくては「品質､納期、コスト」が満足できないと、

2000年、本格的にトヨタ生産方式（TPS）を導入しまし

た。

標準作業と見える化の推進「一工程改善」
最初に基本作業要素の「原単位」を作り上げ、それか

ら順に応用型式に拡大する一方、CT（サイクルタイム）

の低減、更に編成効率を上げるため、各工程の「負荷の

見える化」を行いました。作業効率の平準化を目指し工

程改善も実施し、部品作りについても「必要なものだけ

を作るしくみ､やり方改善」に取り組みました。

生産指示には「カンバン」を使っていましたが､過去の

実績から決めるという、生産ロットの決め方に問題があ

り､その見直しがされないまま、延々と作り続けていまし

た。そこで生産ロットの必要数を徹底的に見直し、また

歩留りありきでなく、各部品の形状､板厚､材質などを設

計と共通化し、極力台当たりセットでスケッチ材から歩

留まりよく取れるよう改善を図り、在庫を大幅に低減、

見かけの歩留まり低下にならない本来の歩留まり向上と

両立が出来るようになりました。

特装（積載系）需要は、2003年排気ガス問題を期に

2007年８月までは当社を含み、受注が好調でしたが、

2007年９月以降は業界の予想どおり、大幅に減少しまし

た。

当社の2006年度の積載系における生産台数はおよそ年

間2000台～2800台弱に対し、仕様数は1800～2000種類と

１仕様あたり１台～２台がほとんどです。このような超

多品種､超少量生産の条件で「品質､納期､コスト」を成立

せることは、容易ではありません。

これを､少しでも成立たせるために、作業手順を再度見

直し、課題を見つけ、その課題解決のために作業要素ご

とに時間軸で見えるようにした「一工程改善」に取り組

んでいます。

課題の見える化で原因追求を行う中、長い間、職人技

術でやってきた「やりにく作業､気遣い作業」など、非効

率な作業が浮き彫りになってきました。これらを１つ１

つ改善することで、超多品種､超少量生産でも、品質、納

期、コストが成立できるようになりました。「TPS」は当

社にとって、「モノづくり」の原点として「改善しつづけ

る」大切なツールとなりました。

事技部門への適用
「見える化」で、見えるようで見えないのが、「事技部

門」の仕事ではないかと思います。例えば製造部門には、

時時刻刻とどんな作業がどこまで進んでいるかが常に見

える生産管理進度板があるのに対し、総務､人事、設計、

生産技術、生産管理等では、各個人が今どこまで進んで

いるのか､遅れているのか、それが皆に見えているのか、

上司､管理者は掴んでいるのか､作業１つ１つに標準作業､

要領､手順があるのか､あっても効率的なのかと疑問を感

じ、この対策を図りました。このように、「トヨタ生産方

式」で、事技系での「生産性の向上」、「本来、取り組む

べき業務改善は何か」を考え、２年前より設計部門から

はじめ､準じ他部門へ展開中です。

自分にとって「TPS」は､大変新鮮で興味深いものであ

り､常に「改善しつづける」しくみとして、事務における

「書類」､設計における「図面」、製造における「製品」、

すべてが「モノづくり」だと思います。

（㈱東海特装車　取締役社長）
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「不正改造撲滅」雑誌・新聞掲載広告

「不正改造根絶」チラシその１：自販連共同
「不正改造根絶」チラシその２：自販連共同
不正改造110番一覧付

「環境基準適合ラベル」のアピールと同時掲載した広告

車体工業会では、この２年間、下記の「不正な二次架装の根絶活動」を最優先課題として掲げ、中央業務委員会

で進捗を図ってきた。

２年間にわたり重点活動を行った結果、2006年度には支部会員を含め「不正な二次架装を行っていない／関わら

ないこと」の確認が取れ、また、2007年度には「販売会社からの不正な二次架装の要望がなくなったこと」の確認

が取れた。

ただし、まだ一部ユーザーから要望があること、また業界からの根絶を目指し、継続したPR活動を実施すること

が必要と考えている。具体的には、①車体業界全体とユーザーに「不正な二次架装根絶」のアピールをする、②６

月の「不正改造車を排除する運動」強化月間に参画する、③コンプライアンスとしての対応などを実施していく。
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【2006年度重点活動内容】
アウトサイダーを含む不正改造の根絶

①半期毎の不正実態、根絶活動状況把握と指導

（正会員、地域会員、他団体、その他）

②根本的解決策の検討と提言

（車検証備考欄記載事項変更、車両軽量化等）

③自販連支部（販売店）と連携した各地域単位での

撲滅活動

④車工会従来活動（活動４項目や６月強化月間活動）

の徹底と見直し

・特に110番制度徹底等アウトサイダーを含めた

根絶やユーザーへの啓発活動強化

【2007年度重点活動内容】
非会員架装メーカを含む不正改造の根絶

①販売店と連携した業界全体の根絶活動継続

②国土交通省と連携した活動推進

・特に110番制度の活用徹底やユーザーへの継続

的啓発活動

③構造的解決策の検討と提言フォロー

④非会員架装メーカーを含めた根絶ＰＲ活動

・新聞・雑誌広告、６月の強化月間参画、パンフ

レット作成等

⑤会員会社での倫理規定徹底の仕組み導入支援

「不正改造に一切関わらないことの宣言書」

【対外的に発信したチラシ／意見広告、等】



●廃棄物削減について
車体工業会の産業廃棄物最終処分量削減自主取組み

は、日本経団連 環境自主行動計画〔循環型社会形成

編〕に参画し取組んでおり、2006年度状況についてア

ンケート調査を実施、集計報告を行った。

その結果、産業廃棄物最終処分量合計は0.66万トン

と1990年度比約86％減と大きく削減されており、昨年

上方修正した2010年度目標の0.77万トンもクリアした。
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また、廃棄物の有効活用が図られ、再資源化率も年々

向上し、95％となった。

一方、当会独自の目標である報告会員売上高カバー

率は2005年度⇒2006年度で91から92％と微増に留まっ

ており、今後の向上取組みが必要である。

なお、日本経団連連への報告には環境基準適合ラベ

ル取組みや、会員の環境対応取組みの紹介も含めてあ

り、３月に一般公表される予定である。

図１：産業廃棄物最終処分量実績

表１：発生量・再資源化量・最終処分量・再資源化率

図２：参加会員売上高カバー率（独自目標）

の62.9ｇ／㎡」と順調に改善されているが、総排出量

では11.0%減に止まっている。一方、自主取組み参加

の34件の2006年度排出量合計値は基準年度比30％減

と、VOC削減自主取組みの目標値を達成している。

自主取組みに参加している団体合計の排出量に対す

る当会の排出量は多く（7番目）、排出割合も増加して

いることから、更なる削減取組みが必要である。

今年度の上記合同ワーキングでは、業界団体に所属

していない企業や、中小企業等のVOC削減支援や、イ

ンターネットで公開されている支援ツールの紹介が行

われた（VOC排出削減支援ツール〔http：//www．voc-

info.jp/〕で作業別のVOC対策シミュレーションや、削

減技術のサプライヤー情報取得が可能となっている）。
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●VOC削減について
車体工業会は、2006年9月に塗装工程から発生する

VOC（揮発性有機化合物）排出抑制に関する自主行動

計画をまとめ、削減活動を進めてきた。

今回2006年度排出状況をまとめ、経済産業省に報告、

結果は2008年2月15日に開催された「産業構造審議会

環境部会産業と環境小委員会、化学・バイオ部会リス

ク管理小委員会第6回産業環境リスク対策合同ワーキ

ンググループ」で自主取組みに参加している37業界団

体から提出されている「34件の自主行動計画」のうち

の１件として報告された。

当会のVOC削減目標は2010年に「原単位で2000年度

（基準年度）比50.6％削減の51ｇ／㎡」として取組んで

おり、2006年度の集計結果では「基準年度比39.1％減

表１：当会の報告値

表２：自主取組み参加37団体34件集計、車体工業会排出割合



■トラック部会　車輌運搬車分科会
期間：2007年11月26日～30日

事務局　斉藤　清（記）
1.はじめに
トラック部会車輌運搬車分科会では、アジア地域の
自動車産業の拠点の一つであるタイの車載状況を知る
ため、車両操作場の視察を行った。
また、同時に自動車産業界の状況をベトナム自動車
産業協会からうかがうことができた。（いすゞベトナ
ム社の見学も実施したが、本稿では省略する）

2.視察先
①トヨタ輸送タイランド㈱
車載車からの車両積み降ろし状況の視察を行った。
車両輸送用の車両はほとんどがフルトレーラで、使用
トレーラは「PANUS ASSEMBLY」という現地メーカ
ーで製造されており、構造、作動方式、積載方式は日
本と同じであった。
また、積み込み作業は「Yooshi!」の声で安全確認、
教育研修室には、ビデオや模型が用意されていて、日
本と同様に商品自動車の積み降ろしと運行に対する指
導と教育が行われていた。安全に対する認識のレベル
の高さを実感することが出来た。
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②トヨタモータータイランド㈱表敬訪問
隣接するトヨタモータータイランド㈱本社を表敬訪
問し、活発な事業展開をしている同社の概況について
うかがった。
・場所　サムロン（本社） ・設立　1962年10月
・資本金　7,520百万バーツ（約250億円）
・全従業員数　13,000人　
（サムロン工場、バンボー工場、TAW工場、
ゲートウェイ工場、120販売店（トヨタ）、３販売
店（レクサス）の合計）

・株主　トヨタ自動車㈱86.4％、
現地資本13.6％（サイアムセメント10％）

サムロン工場の概況は次のとおり。
・生産能力　218,000台／年
・サムロン本社工場　従業員　3,600名
・土地面積　43万㎡　・建屋面積　15万７千㎡
③ベトナム自動車産業協会
ベトナムの自動車工業発展と確立に向けた中心的役
割を担うべく結成されたメーカー団体で、いすゞ、ス
ズキ、日野、ホンダ、トヨタ、三菱の日本メーカーや
メルセデスベンツ、フォードＧＭなど17メーカーが加
入している。
ここでは、ベトナムの自動車政策等について話をう
かがうことが出来たが、政府の政策の方針転換が多く、
製造メーカーの多くが対応に苦慮しているようであっ
た。社会主義国の複雑な一面をうかがい知ることが出
来た。

現地製のトレーラ

積み込み作業
風景

教育用の模型

Binh副会長との懇談会

■参加メンバー

ビデオによる教育

の数は少ないが、それでも郊外から市内へ入る道路に
は交通渋滞の発生もある。
また、走っている車をよく観察していると、意外な
ほど高級車が多いことに驚かされる。道端で食事を取
っている若者がいる脇をベンツやレクサスが通り過ぎ
ていく光景に、予想をはるかに超えた格差社会になっ
ていることを強く感じた。

1.タイ、ベトナムと日本の関係
1980年代後半以降、日本企業は円高を背景に積極的
にタイに進出し、タイの経済成長に貢献した。現在、
在バンコク日本人商工会議所への加盟企業は1,250社を
数えると言われており、1997年7月に顕在化した通貨
経済危機に関しても、日本は大規模な資金的・人的協
力を実施した。日タイ経済連携協定の締結もあり良好
な関係を維持している。
ベトナムにおいては、1989年頃よりドイモイの
成果が上がり始め、1995～1996年には9％台の高い
経済成長を続けた。しかし、1997年に入り、成長
率の鈍化の傾向が表面化したのに加え、アジア経
済危機の影響を受け、外国直接投資が急減し、
1999年の成長率は4.8％に低下した。その後、成長
率は6.7％（2000年）、6.8％（2001年）と改善され、
2005年には8.4％に達した。特に2000年から施行さ
れた会社法により、民間企業の設立手続が簡素化
された結果、企業設立が加速し国内の景気回復に
貢献している。
近年ベトナムは一層の市場経済化と国際経済へ
の統合を押し進め、WTOへの正式加盟を2007年1
月に果たしたことは記憶に新しい。日本は1992年
11月以降経済協力を再開。日本は現在ベトナムに
とって最大の援助国となっている。2007年度の援
助誓約額は、円借款、無償資金協力、技術協力合
わせて総額約1,232億円である。また、在越日系企
業数は669社（ハノイ：282社、ホーチミン387社
（2007年12月1日現在））となっており、ベトナムに
おける親日感情も非常に良好である。

2.ベトナム・ホーチミン市の状況
ベトナム最大の都市であるホーチミン市は人と
バイクが溢れている。通勤ラッシュを過ぎても道
路上はとにかくバイクとクラクションの洪水であ
る。日本のような交通秩序のしっかりしたところ
で育った人間には、到底自分で運転できるような
交通環境ではない。また、市内の市場は平日の昼
間でも活気があふれている。バイクに比べれば車

タイ、ベトナムは近年アジアで急成長を遂げつつある新興国であり、
今後も更なる経済発展が期待できることから、その動向は非常に気に
なるところではないだろうか。
今回、①トラック部会車輌運搬車分科会がタイ・ベトナム、②バス
部会資材委員会がベトナム、③資材部会がベトナムと各々視察を行っ
たので、その概要についてまとめて報告する。
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押し寄せるバイク

ベトナム・ホーチミン市の様子

走り去るレクサス路上で食事をとる人々

ベンタン市場



■資材部会
期間：2007年11月19日～23日
事務局　信澤　幸男（記）

1 はじめに
今回の視察は、「ベトナム自動車産業の現状と今後
の発展」を肌で感じるために実施した。
今回は、前ジェイ・バス㈱の社長であり、今回新入
会となったTDF㈱の滝沢社長の紹介により日系企業と
して活躍しているいすゞベトナム社を中心にホーチミ
ン市内の自動車関連工場等を視察した。

2 視察先
①いすゞベトナム社
代表者の本多社長よりベトナムの歴史、経済状況か
ら、日系企業としての苦労等のレクチャーを受け、そ
の後工場内を視察した。いすゞベトナム社では社会主
義の国でありながら、これまで労働争議は行われたこ
とがないという。
当工場概要
設　　立：1995年10月　資 本 金 ：1,500万USドル
出資比率：いすゞ35％　伊藤忠35％　現地30％
代 表 者 ：本多　実　従業員：283名
事業内容：中・小型商用車、Pickup、AUV（アジア

ン・ユーティリティ・ビークル）の輸
入・組立・販売生産

販売実績　2005年：2,799台　2006年：2,621台

②タイトワン輸出加工区
ベトナムには、海外企業も含め企業誘致する工場団
地とベトナムからの輸出を目的とした企業が集まり、
ベトナム政府がその立地条件を活かして指定する輸出
加工区がある。
今回はその輸出加工区の一つであるタントワン輸出
加工区を訪問した。ここは、台湾企業が70％の資本を
出資しているベトナム政府との合弁会社であり、ベト
ナムの経済事情について種々、意見を交換した。
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③SAMCO社
SAMCO社はホーチミン市の市営会社であり、グル
ープ全体で約１万人以上の従業員が働いている。今回
は、バス、電車の製造を行っている工場を視察した。
この工場は、バスシャシ、バスボデー、電車、完成
車の４つの工場建て屋で構成されている。現在、生産
量の拡大に伴い新しい建て屋を増設中であった。
当工場概要
SAMCOグループ従業員：グループで10,000人以上
当工場概要：従業員：260名
面　積：50,000㎡　月産：100台（国産のバスの41％）

3.視察結果概要
ベトナムの交通手段はバイクが主流で、大人１人に
１台の割合でバイクを所有している。ベトナム人の年
間所得はバイクの購入代金にほぼ等しいと言われる経
済状況を考慮すると、その購買意欲は驚異的である。
自動車の普及はこれからであり、今後の市場経済の
発展により進むものと思われるが、道路の整備や駐車
場等のインフラの整備が立ち遅れていることに懸念も
ある。
ベトナムは日本と似ていて非常に勤勉で、まじめな
国民性だと言われている。歴史的に非常に不幸な経験
をしているが、それらに負けない強さをもっているこ
とも今後の発展に期待を持たせるものである。

■参加メンバー

工場内の作業風景（左）とトラック製造ライン（右）

SAMCO社にて

いすゞベトナム正門前にて

9

■バス部会　資材委員会
期間：2008年1月20日～26日

事務局　花石　昇（記）
1 はじめに
バス部会資材委員会の視察目的は、ベトナムの部品
メーカーが今後バス部品の調達先になりえる可能性に
ついて調査するというもので、バス部会としては初め
てのベトナム訪問になる。

2 視察先
視察先会社概要については、下表に示すとおりであ
るが、ベトナム南部のホーチミン市周辺の企業の中か
らプレス、ダイキャスト等の小物金属部品や樹脂、ゴ
ム関係の部品メーカの中から主に自動車関連部品を生
産している会社をピックアップして行った。
視察先は純ベトナム資本でベトナム向けの部品だけ
を作っている会社から、台湾の資本が入った経営者も
台湾企業の出身者という会社までさまざまであった。

3 視察結果概要
コスト面では人件費が圧倒的に安いため、優位性が
非常に高いことは改めて書くまでもないが、ある会社
では台湾製品よりさらに15～20％のコスト低減が可能
というような話も聞くことができた。
品質面については、全体の印象としては経営者の考
え方や取組み姿勢がまだまだで、その結果、良い品質
の製品を安定して生産できる実力を備えるまで至って
いない会社が多かった。ただし、外国企業出身の経営
者については、日系企業等から得た知識や考え方に基
づいて、品質管理を行っている会社もあり、品質重視

で安定した生産をするために、経営者自らが勉強し、
知恵を絞っている会社も多数あると思われる。

4．視察先での主なトピックス
①FIRST METAL社
社長は台湾出身。品質に対しての取組みがよくわか
った会社であった。具体的には現場に掲示された不良
品見本や、不良率推移等の掲示により、品質状況が誰
にでも見えるようになっていた。
②TANPHAT社
FIRST METAL社同様、社長は台湾出身。工程内に
作業標準を掲示し、作業者へ正しい作業方法を徹底し
ていた。

③工場内作業環境
今回の視察では部品メーカー８社を視察したが、ど
こで何をしているか、わからないような工場から作業
エリアと通路を分け、整然とした工場までさまざまで
あった。当然、品質意識の高い会社は整然としている。
ベトナムの工場には、このような大きな格差があると
思われる。

品質指標の掲示（FIRST METAL社）作業標準の掲示（TANPHAT社）

非常に環境の悪い作業場

整理された工場

■参加メンバー

ホーチミン市周辺の工業団地

訪問会社概要一覧



ミキサ車はバッチャプラントで製造した生コンクリ
ート（以下生コンと称す）をドラム内に受け入れ、生
コンの性状を維持しながら土木・建築現場まで輸送す
る車両である。停車してエンジンを高速に回転させて
作業することが多く、騒音問題・燃費が劣るなどの環
境問題や誤って生コンを路上へ垂れ流す、路上駐車に
よる交通障害などを引き起こすということも、まれに
あった。
今回、ミキサ車の駆動制御・操作系を電子化し課題
を改善した。
ミキサ車の電子化概要は、図のとおりである。

停車作業時にドラム内の負荷に応じてエンジン回転
数を制御可能とし低騒音・低燃費化するとともに、プ
ログラムによる自動運転、更に走行時に誤って排出回
転させない制御も取入れている。
①低騒音
車両横７ｍ～高速回転時６dB（A）の低減
（当社車両：82→76dB（A））
②低燃費
標準停車作業～14％の燃費低減
（当社マニュアル車と電子制御車の比較）
③自動混練
排出前などの生コン練混ぜ（ドラム高速で30sec）
④自動洗浄
ドラム内に洗浄水を入れ正転と逆転の繰り返し
（ドラム高速で約80sec）
ミキサ車の電子化によるシステムとプログラム制御
により、従来のシステムで難しいとされていた低騒
音・低燃費化の環境改善や自動化を進め成果はあった
が、更にお客様の使いやすい商品化を目指し、活動を
進めていく。
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当社は、｢品質を基軸とした経営｣を実現するための
方策として、品質機能展開（ＱＦＤ）を導入し「論理
的思考プロセス」を生かした品質経営の進化を目指し
ている。その概要を紹介する。
１.ものづくりの環境変化におけるＱＦＤの効果
超短期開発と品質の両立、グローバル化における品
質確保、ＩＴ化・標準化が進む中での人材育成など、
近年の環境変化に対応すべき課題は多い。
当社は、ＱＦＤをこれら多くの問題を効率よく解決
できる最適なツールと判断し、全社方針管理として推
進している。
ＱＦＤを活用することで、「設計の質向上」「設計意
図の共有化・可視化」「海外とのコミュニケーション
の円滑化」「お客様視点での品質思考や論理的思考力
の醸成」「データに基づく企業風土への改善」などが
図られつつある。その結果として、お客様の品質アン
ケートの向上と共に、開発・生産準備費用の低減など、
経営に貢献する効果が生まれている。
２．ＱＦＤ取り組みの特徴点
当社の特徴点は、①活用領域の拡大、②目標達成シ
ナリオシート、③全社方針管理の３点である。
①については、従来の新技術主体から、お客様アン
ケート全項目を対象にＱＦＤを適用し車両全体の不満
不適合の解決を行っている。②は、品質目標を達成す
るサクセスシナリオを明確にする目的で、他のＱＦＤ
ツールに加え設定しており、データに基づき考え方を
整理、レビューを通じて課題を共有化、結果の振り返
りというＰＤＣＡを回している。
ＱＦＤは、品質経営を実践する上で有効なツールで
ある。今後も、予測技術・定量評価技術・計測技術を
進化させて行くと共にＱＦＤ活用と合わせ、更なる品
質の向上を図って行きたい。

当社は、お客様に最高のご満足を感じていただける
製品をお届けするために、今後も｢品質を基軸とした
経営｣を行っていく。そのための方策の核としてＱＦ
Ｄを中心とした活動を愚直に継続して実施して行く方
針である。

●発表事例2・特装部会

ミキサ車の電子化
（低騒音・省エネルギ－型コンクリート
ミキサ車）

ＫＹＢ㈱技術部
笠原　哲男

●発表事例3・小型部会

QFD活用による
品質を基軸とした経営

日産車体㈱車両要素開発部
前川　久志

電子制御ミキサシステム

2.ワンマン機器に関する技術交流会、勉強会を開催
ワンマン機器に対するユーザーニーズ把握のため、
関東地区および関西地区のバスユーザー７社と技術交
流会を実施。また機器メーカーの専門家を招きワンマ
ン機器のソフトや通信の勉強会を実施し、情報収集と
知識向上を図った。
このシステム構想を実現させるには、新たな通信方
式として自動車用通信で実績のあるＣＡＮが有望と考
えた。
委員会を招集し、機器メーカー９社と審議を重ねた
結果、ＣＡＮは性能面で圧倒的に優れているが課題も
多く、一方現行カレントループ通信に不足している事
柄を明確化し、ルール化することでシステム構想を実
現することが可能であるという結論に達した。
ＪＡＢＩＡ規格Ｂ1006-1999ワンマン機器通信推奨仕
様の全面改訂を実施、故障診断機能として断線検知機
能を付加し、バスユーザー、機器メーカー、ボディー
メーカーがそれぞれの立場でメリットのある次世代通
信仕様が完成した。

中央技術委員会（委員長・田中勝志・極東開発工業㈱取締
役社長）では、1月17日に自動車会館１階会議室において第
１回技術発表会を開催した。
委員会で調査研究した結果をJABIA規格化した事例や会員
会社の技術情報を共有し、架装業界全体のレベルアップを図
ることを狙いとした5テーマであり、内容は純粋な技術発表
だけでなく新開発商品の紹介も含めて幅広い内容とした。当
会会員を対象に受講者の募集をしたところ合計111人（うち、
自動車専門誌３社）が出席した。
発表会は、田中委員長の挨拶に続き、部会を代表して次の
５氏が普段から実力を蓄積してきた事項を受講者にわかりや
すく説明した。
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ワンマンバス用案内放送、運賃収受、運行管理機器
等の発展は目覚しく、これらの機器間通信においても
デジタル化が進み、１対１の通信から１対複数、複数
対複数の通信へと変化しつつある。
しかし、個々の機器が進化する一方、システム全体
の規格化の遅れや搭載機器の種類や機器メーカー違い
等によりシステムが複雑化し、メンテナンス性の悪化、
機器間連携の混乱、車両ハーネスの複雑化、新規シス
テム移行への障害となっている。
このような状況の中、バスユーザー、機器メーカー、
ボディーメーカーの立場で高効率化とワンマン機器の
更なる発展のため、次世代型のワンマン機器間通信の
規格化を図る。
1.ワンマン機器の集中制御通信
路線バスのワンマン機器群は、目的地に向けて走っ
ていく間に、一つにまとまった形で動作し合うのが集
中制御通信である。
現状は、機器毎に必要な車両信号（扉開閉、スモー
ルランプ、停車など）を接続するが、新規格では電源
以外の車両信号を主局となる機器に集約し、従局の機
器への入出力は全て通信により行う。
通信に使用する回路、ハーネスおよびコネクタを統
一することにより、合理的な配線配策が可能となり、
ワンマン機器およびハーネスの標準化が図れる。パソ
コンは電源とＬＡＮケーブルがあればどこでも使用で
きる。それをワンマン機器でバスの車内において行う
という発想である。

●発表事例1・バス部会

ワンマン機器の標準化
（次世代ワンマン機器通信仕様の検討）

三菱ふそうバス製造㈱生産管理部
渡辺　敏典

挨拶をする田中委員長
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■第194回理事会を開催
1月17日、当会会議室において第194回理事会を開催
した。
審議事項「会計処理規程変更の件」、「支部への補助
金支給変更の件」、「規程類改訂の件」の他、（詳細議
題については20頁車体工業会活動報告・第194回理事
会参照）、中央技術委員会関係報告、環境委員会関係
報告等の報告事項について資料により説明し、了解を
得た。

■理事会メンバーによる工場見学会を実施
今年度から新たな取組みとして、理事会メンバーで
の見学会を企画し、第１回の今回は２月15日、浜松ホ
トニクス㈱中央研究所、㈱浜名ワークスの見学会を実
施した。
浜松ホトニクス㈱は、日本のテレビジョン技術の祖、
高柳健次郎博士が昭和28年に創業。日本のみならず世
界の「光科学」の最先端をいく会社であり、またノー
ベル物理学賞を受賞した小柴昌俊氏（東京大学名誉教
授）が作ったカミオカンデ内の光電子増倍管（手作り
品）を製造した会社としても知られている。
極微弱電流計測技術を使って、細胞や組織を通して
得られる光のいろいろな性質をリアルタイムで測定
し、植物の生態の解明を目指すバイオホトニクス研究、
法の規制外である光による無線システムの研究、光セ
ンサー技術と光計測技術を応用したポジトロンイメー
ジング装置（PET）の研究・開発：がん検診に使用等、
知らなかった光に関する世界を垣間見ることが出来た
見学会であった。
㈱浜名ワークスは、トラック、トレーラ、バン部会
に所属する会員で、昭和17年に浜名郡笠井町にて創業
を開始、平成７年に現在の浜松市上島に本社・工場を
新設移転した。
「多様なニーズにお応えするため、多種少量生産に
こだわり、ユーザーの満足を第一に考えたボデー作り
を続けている」「環境マネジメントシステムの維持向
上により有害な環境影響を低減する設計、原材料、加
工方法の変更など、環境汚染の予防に力を注いでる」

等の説明を受けた。
工場内は、夏場の作業環境向上のためのミスト発生
装置が所々に設置されており、作業者にも配慮された
工場であった。製造そのものは、多種多様の車種に対
応するという考えのもと、さまざまな製品が整理整頓
された工程で製造されており、参加者からは参考にな
る工場見学会であったとの声が聞かれた。

■常任委員会を開催
1月17日、当会会議室において常任委員会を開催し
た。
「2007年度本部・部会別3/4期実績まとめと課題につ
いて」、「2007年度本部・部会別予実算まとめと課題に
ついて」、「保安基準等関係法令の展開方法について」
等について説明し、了解を得た。
また２月14日には、浜松アクアシティー「ホテルオ
ークラ」会議室で開催、「2008年度重点活動に向けて
の『車体工業会の現状と課題』について」、「各部会の
現状と課題について」、「2007年度決算見込み（本
部）／新会計科目の表記（本部＋部会）について」、
「2008年度収支予算（案）（新科目表記）について」等
を説明した。2008年度は今までの「不正改造根絶活動」
により不正がなくなったことを受け、環境対応、安全
対応、中小企業支援を重点に活動することが合意され
た。

■常任委員会メンバーによる航空自衛隊見学会
を実施
２月14日の常任委員会にあわせて、航空自衛隊浜松
基地の見学会を実施した。

本 部 だ よ り

理事会

1.地球環境および経費削減への対応　
①高性能直結式冷凍機の採用
燃料消費量の削減によるＣＯ2削減効果／低騒
音／軽量化／ランニングコストの低減
②木材レス構造 ：難処理材の使用削減／森林保
護／リサイクル率の向上
③ノンフロン断熱材の採用

2.輸送品質向上への対応
①天井結露防止シート
庫内天井面の結露を抑えることで結露水落下によ
る梱包資材の汚れや破損のクレーム防止に効果が
ある。
②サニタリーマルチフロア（床材）
凸凹の形をした清掃しやすい形状のため、ゴミや
水が溜まりにくく衛生的である。
③サニタリーラッシングレール（積荷保持レール）
上下の長穴によりレール内部にゴミや水が溜まり
にくく衛生的である。

3.これからの環境への取組み
①製造工程でのVOC・温室効果ガス排出量の削減推進
②架装物の環境負荷物質（SOC）の使用量削減推進
とリサイクル性向上車体の研究

自工会大型車部会に協力して作成した「連結車の横
転事故回避に対する指導と安全技術～セミトレーラの
横転事故を背景として～」から安全に関する取り組み
と安全装置の現状、また横転の発生要因とその対処方
法について説明する。
（１）車両の安定化装置、ブレーキについて
①設定済みの車両の安定化装置
ABS、ASR、EBS、横転抑制コントロール、電
子式車両安定制御装置は既に開発商品化。
・ABSのみ法による装備の義務づけあり。
・他は機種により標準装備（オプション設定あり）
②ブレーキ
中期ブレーキ規制により、基本的な性能耐を向上
・耐フェード性基準の取り決め、等

（２）連結車の運動特性について
①横転発生メカニズムを算定式、横転要因
②横転事例と簡易算定式
③安全マージンの組み合わせを提案

重心高の高い商用車については、運転者もその限界
を認識し、十分に安全マージンを確保した運行をする
必要がある。中でも重心高が高くなる可能性が大きい
海上コンテナトレーラについてはより一層の注意を払
う必要がある。

われわれのお客様である食品輸送業界の課題として
は、次の3つが上げられる。
①地球環境への配慮や温室効果ガスの低減を主とす
るグリーン経営の認証取得
②原油価格高騰による燃料費や梱包資材の負担増加
に伴う更なるランニングコストや経費削減
③食の安全への対応として、庫内の温度管理や衛生
管理等の高度な輸送品質の確保

これらの課題解決として『環境にやさしい冷凍車』
を提案する。
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●発表事例4・トレーラ部会

海上コンテナトレーラの
横転等の事故防止に向けた
ハード面の取り組みについて

東急車輌製造㈱特装自動車事業部
芳崎　春樹

●発表事例5・バン部会

環境にやさしい冷凍車

㈱矢野特殊自動車バン車事業部
三丸　和也
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■三菱重工㈱長崎造船所工場見学会を実施
特種部会（部会長・古庄忠信・㈱イズミ車体製作所
代表取締役社長）では、12月７日に異業種工場見学会
として三菱重工㈱長崎造船所の工場見学会を実施し
た。
長崎造船所内の資料館にて日本の重工業の歴史その
ものに触れることが出来た。また、最新の船舶製造現
場では、LNG船、豪華客船と多岐に渡る船舶の製造、
更に、発電プラント等、幅広い重工業に携わる見学で、
その高いレベルでの物造りの現場を見ることが出来た
のは、非常に有意義であり、参加した一同、大変感銘
を受けた。

■㈱タダノ志度工場見学会を実施
トレーラ部会サービス委員会（委員長・曽我善規・
日本フルハーフ㈱サービス部長）では、１月24日、㈱
タダノ志度工場見学会をサービス委員をはじめ業務委
員、技術委員が参加して行われた。
志度工場では、舗装道路、不整地路面適応の高架・
橋梁工事で活躍する超大型の「オールテレーンクレー
ン」、不整地、軟弱地盤での走行が可能で機動性に優
れたコンパクトな「ラフテレーンクレーン」の組み立
てラインを見学した。
国内、海外市場で品質、技術、メンテナンスにおい
て高い評価を受けている工場を見ることが出来、有意
義な見学会となった。

■「トレーラ定期点検整備の手引き」
改訂版を発行
国土交通省は平成19年4月に「自動車点検基準」お
よび「自動車の定期点検および整備の手引き」を改訂
したが、被牽引自動車は、他の車両と比較して構造が
独特であることから、点検項目を規定する別表を事業
用自動車等に適用するものから分離し、規定している。
これを受けて、自動車の点検整備関係の要点、点検

意見交換等を行った。
本会での意見交換を通じ、組合側と会社側でバス業
界を取り巻く諸課題について共通の認識を持つことが
できた。

■欧州視察報告書まとめ会・反省会を開催
1月30日、バス部会では昨年10月に実施した「欧州
バス見本市・バス関連施設視察」に関する報告書の最
終まとめ報告と反省会を田中視察団団長（部会長）を
はじめ草刈副団長（ジェイ・バス㈱専務取締役）以下、
視察参加メンバーが参加し、富山市にて実施した。
当日は各メンバーの報告書の内容確認と視察内容や
運営等に関する課題と今後の対応について調整を行っ
た。本報告書はバス部会総会にて年度事業の報告書と
して提出する。

■6年間の特装車生産台数を調査
特装部会（部会長・井上善量・新明和工業㈱常務執
行役員）では、２月14日、過去６年間の特装車の生産
台数をまとめた。
総生産台数は、下図のとおりＮＯＸ・ＰＭ法特需に
よる2003年がピークで8.6万台。比較的安定していた特
装車も2007／2006年比は14％の減少となり、今後、更
に厳しい状況が見込まれる。このような状況の中、輸
出車の比率は３年間急増中。輸出台数の内訳はダンプ
車の比率が約９割、続いて環境衛生車、ミキサ車の順。
今後、更に生産動向を注視していく。

トレーラ部会�

特装部会�

特種部会�

バス車体労使懇談会
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浜松基地は航空機パイロットや航空自衛隊の主要備
品の整備などの教育が主たる任務とのことであった
が、実際にＦ－15／Ｆ－２戦闘機、Ｔ－４練習機を間
近に見学させていただいた。
日頃、接することの出来ない防衛関係の施設、航空
機の見学が出来、また、ジェット戦闘機のパイロット
から直に防空に関する話、体験談を聞く等、貴重な体
験が出来た見学会であった。

■中央業務委員会を開催
中央業務委員会（委員長・比企能信・日本フルハー
フ㈱取締役社長）では、12月11日、当会会議室におい
て13名の委員が出席し、第３回委員会を開催した。
不正改造根絶分科会、規制緩和対応分科会、会員拡
大分科会から2007年度事業計画に沿って「実績／課題」
を委員長へ報告、今後の進め方等を論議した。主な項
目は次のとおり。
（１）「不正な二次架装」実態調査の回答進捗を行う。

１月末に回答率：100％となるようにフォロー
今回の結果により、今後の方向を決める。ユ
ーザーへの不正改造根絶のアピールは継続す
る。

（２）倫理規定採用状況について
今後、不正改造に係わらないことに関する倫
理規定（案）を詰めて展開する。

（３）規制緩和要望については、12月末に集約し、
分科会で内容を精査した上で提出することに
した。

（４）各部会で選出した新会員候補への勧誘を確実
に実施する。

なお、今後の予定は、第４回を３月４日に開催。

■支部連絡会を開催
支部連絡会（議長・比企能信・日本フルハーフ㈱取
締役社長）では、12月19日、当会会議室において2007
年度第3回支部連絡会を開催した。

比企議長の挨拶に続いて、本部事務局から本年度の
支部連絡会活動状況報告および中央業務委員会が取り
組んでいる「不正改造防止の根絶活動」の近況報告が
行われ、各支部において、不正な二次架装、不正改造
を行っている者の情報を得たり、不正改造車を見つけ
た場合には「不正改造車110番制度」を活用して関係
部署に通報することを要請した。
支部事業計画の推進状況では、各支部から支部会員
のカバー率アップ推進状況、支部地域会員の正会員化、
研修会・見学会等について報告があった。
2008年度支部助成金の見直しについては、本部から
支部助成金の一部見直しと手続きの簡素化を提案し、
承認された。
最後に環境の取組状況について、環境委員会から報
告があり、本部事務局からも「当工業会の環境への取
り組み状況」について説明があった。

■第８回労政合同分科会を開催
12月7日、日本自動車部品工業会と合同で、愛知県
小牧市の日本特殊陶業㈱小牧工場において労政合同会
議を開催した。当会からは新たな会員も出席し、総勢
21名での開催となった。
まず、会議の前に、日本特殊陶業㈱の小牧工場を見
学。同社は各種プラグを始めとする自動車関連事業、
パソコンの基板となる電子部品、また、セラミック関
連事業を行っており、今回は、電子部品の見学となっ
た。現在の基板は各種用途に応じてより微細に高密度
に進化して高周波多層回路基板となっている。
分科会では、鶴田座長（NOK㈱業務本部副本部長兼
人事部長）より挨拶の後、情報交換テーマ「労働諸条
件要求調査について」各社より説明があり、報告テー
マとして、事務局より「高齢者雇用について」、「請負
事業について」「最近の労働・社会保障行政、労組の
動きについて」等報告があった。

バス部会�

部 会 だ よ り

■第42回バス車体労使懇談会を開催
12月13日、バス部会では年度活動計画事業として、
車体労使懇談会を車体産業労働組合連絡協議会加盟４
労組と関連するバス部会会員会社の労使15名が参加し
て、東京にて開催した。
経営側を代表して田中部会長（三菱ふそうバス製造
㈱取締役社長）の挨拶の後、大泉康夫車体産業労働組
合連絡協議会議長（三菱ふそう労働組合）からの「バ
スを取り巻く諸課題や環境の変化等について」に関す
る質問に対して会社側（バス部会各委員）から説明、



がされていないため、ユーザーからのさまざまな問合
せに対し、適切な説明が行える情報を入手出来、講演
終了後は質疑応答も行われ、有意義な講演となった。
受講者は厳しい架装業界の昨今、近畿管内での行政
上における情報を、真剣な眼差しで聞き入っていた。
講演終了後は新年会を開催し、近畿支部会員の団結
が図れた一日となった。

■徳島県に会員誕生！
四国支部（支部長・久保哲也・㈱タダノ執行役員）
では、１月23日に臨時役員会を開催した。
中央自動車㈱、㈱四国車体の入会が承認され、新た
に地域会員２社が誕生した。両社とも徳島県に本拠を
置き、２社の加入により四国四県全てに会員が揃うこ
ととなった。
これで今年度の新規入会は３社となり、四国支部は
合計21社へと拡大した。

■「審査事務規程」の一部改正について
―自動車検査法人―

自動車検査法人は、審査事務規程の第43次改正を行
い、再検査等の規定を見直した（改正内容の全文は、
自動車検査法人のホームページhttp://www.navi.go.jp/を
参照）。主な内容は、次のとおり。
衝突保護対策の対象としない座席の追加、防弾ガラス
の透過率等の改正
（１）衝突等による衝撃を受けた場合に乗車人員を

保護するための基準が適用される座席から除
かれる座席に後向きに備えられた座席を追
加。

（２）前面ガラスおよび側面ガラス（運転席より後
の部分を除く）について、安全ガラスの基準
に適合するものとして、米国において防弾ガ

官 公 庁 だ よ り

四国支部�

ラスとして取り扱われている「AS10」のうち、
可視光線透過率が70％以上のものを追加。

（３）最低地上高の計算式端数処理について規定。

■「審査事務規程」の一部改正について
―自動車検査法人―

自動車検査法人は、審査事務規程の第44次改正を行
い、雨天時の制動力の判定値等の規定を見直した。主
な内容は、次のとおり。（改正内容の全文は、自動車
検査法人のホームページhttp://www.navi.go.jp/を参照）
1.制動力の判定値の改正
制動力の総和の基準（検査時車両状態の重量の50％
以上）の適用を受ける自動車は、降雨等ブレーキロー
ラが濡れている場合には、制動力の総和が40％以上で
あれば適合。
2.走行用前照灯および、すれ違い用前照灯の照射方向
の判定値の改正
（１）走行用前照灯の最高光度点の位置の範囲につ

いて、前方10ｍで上下方向は水平面より上方
100mmから下方は前照灯取付高さの1/5まで、
左右方向はそれぞれ270mmまでとした。

（２）すれ違い用前照灯のエルボー点の位置の範囲
について、前方10ｍで左右方向はそれぞれ
270mmまでとした。

３.その他
（１）配光可変型前照灯の技術要件の新設

走行状態に応じて前照灯の光度と光度分布を
自動的に調整できる配光可変型前照灯につい
て、国連協定規則の技術要件を適用すること
を規定。

（２）点滅する灯火等の追加
点滅する灯火または光度が増減する灯火とし
て認められるものに配光可変型前照灯、緊急
制動表示灯および可変光度制御機能を有する
灯火を規定。

（３）速度抑制装置に係る不正改造の明確化
速度抑制装置が不正に改造されたと認められ
る場合には、基準に適合しないことを規定。

■パートタイム労働法が改正される
－厚生労働省　平成20年4月1日施行－

パートタイムという働き方を選んだ労働者が、その
能力を有効に発揮することができる雇用環境を一層整
備するため、パートタイム労働法が改正される。
パートタイム労働法の対象となる「パートタイム労
働者」とは、「アルバイト」「嘱託」「契約社員」「準社
員」などの呼称にかかわらず、1週間の所定労働時間
が同一の事業所に雇用される通常の労働者に比べて短
い労働者のことをいう。
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整備上の注意、トレーラ点検の実施方法の見直しを行
い、改訂第３版として発行した。
また当会ホームページにも掲載し、広く活用をＰＲ
していく。

■TDF㈱工場見学会を実施
資材部会（部会長　泉龍彦・クラリオン㈱取締役社
長）では、11月29日、30日宮城県のTDF㈱（滝沢
聰・取締役社長）の見学会を実施した。
同社は日本民間鍛造メーカーとして大正７年に創
業、高強度化、軽量化への対応等、変化し続けるニー
ズに応える高品質、コストに優れた製品を創出してい
る。総従業員数約300名のうち、約190名が正社員とな
っている。見学後、人材確保と技術の伝承を中心に質
疑応答が行われた。参加者からは「貴重な工場見学に
なった」との声が多く聞かれた。

■役員会を開催
12月13日、関東支部東京都会は、当会会議室におい
て役員会を開催した。議題は次のとおり。

１「道路運送車両法関係手数料令」の一部改正に
ついて

２「審査事務規程（第42次）」の一部改正について
３自動車Ｎ０ｘ･ＰＭ法適合ステッカー制度につ
いて
４方向指示器作動状態表示装置のリコール届出に
ついて
５最近の原材料の高騰状況に関する情報交換

■トヨタ車体㈱富士松工場、㈱東海特装車工場
見学会を実施
中部支部（支部長・山　茂雄・㈱東海特装車取締役
社長）では、11月16日に工場見学会を開催した。参加
者30名でトヨタ車体㈱富士松工場と㈱東海特装車を見
学会を実施した。
トヨタ車体㈱富士松工場では、１ＢＯＸ車のプレス、
鈑金、組立、検査の量産ラインを見学しながら、工程
改善事例の紹介をうかがった。
また、㈱東海特装車では工程説明の中に、カンバン
方式、工程改善など一品加工オーダーメードの生産で
ありながら、量産システムの効率的な方式が随所に取
り入れられていて、同業である参加者にとって大きな
刺激となった。

■研修会を開催
近畿支部（支部長・堀口昇一・須河車体㈱取締役社
長）では、１月29日大阪市内で支部研修会を開催した。
研修会には41名が参加し、大阪府環境農林水産部環
境管理室の方を講師にお迎えし、「平成21年１月より
施行される大阪府流入車規制条例について」のご講演
をいただいた。
今回施行される条例は、会員各社等においても浸透

資材部会�

■2007年度年末恒例懇親会を開催
12月3日、札幌第一ホテルで北海道支部（支部長・
原　忠彦・㈱パブコ北海道取締役社長）の年末懇親会
を開催した。
当日は、竹村廣美氏（北海道日野自動車㈱取締役札
幌支店長）から、ますます厳しい状況ではあるが、お
互いのパートナーシップを発揮して、乗り切っていこ
うと挨拶があり、更に会員同志の交流も図れ、盛会の
うちに終了した。

北海道支部�

支 部 だ よ り

中部支部�

関東支部�

近畿支部�
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第194回理事会

開催日　2008年1月17日（木）

場　所　当会会議室

審議事項

第１号議案　会計処理規程変更の件

第２号議案　支部への補助金支給変更の件

第３号議案　規程類改訂の件
報告事項

１）2007年度本部・部会別3／4期実績まとめと課題につ

いて

２）2007年度本部・部会別予実算まとめと課題について

３）中央技術員会報告

①保安基準等関係法令の会員への展開方法について

②60周年記念　部会別車体産業史制作状況について

③第１回技術発表会の開催について

４）環境委員会報告

①ＶＯＣ自主行動計画進捗状況について

②工場廃棄物排出量集計結果と今後について

③CO2 2007年度自主行動計画フォローアップ結果

について
５）第40回モーターショー実施結果報告

６）経済産業省関係情報

①中小企業関係税制変更（案）について

②原油高騰緊急対策政府（案）について

７）その他の報告事項

①不正改造根絶活動の状況と今後について

②2008年度車体工業会功労者推薦依頼について

③2008年度主要会議日程について

◆12月◆
3日 中央業務・会員拡大分科会 当会
5日 特装・清掃車小委員会 〃

環境・工場環境分科会 〃
中央業務・不正改造根絶分科会 〃
バス・ワンマン機器小委員会 東京

6日 バス・資材委員会 当会
トラック部会 〃
トラック･役員会 〃
トレーラ･サービス委員会 〃

7～8日 特種・工場見学会 長崎
7～8日 労務・労政合同分科会 愛知
10日 トレーラ・技術委員会 当会
11日 中央業務委員会 〃
12日 特装・サービス委員会 〃

バス・業務委員会 富山
13日 バス･ワンマン機器小委員会 当会

モーターショー企画委員会 神奈川
バス・車体労使懇談会 東京

14日 バン・技術委員会 当会

14日 環境・架装物リサイクル分科会 当会
17日 特装・ローリ技術分科会 〃

トラック・ＰＲ委員会 〃
18日 バス･技術委員会 〃

特装･じん芥車合同分科会 〃
19日 支部連絡会 〃
20日 特種・業務技術委員会 〃
21日 中央技術委員会 〃
25日 特装･ダンプ車分科会 〃

◆1月◆
4日 新春賀詞交歓会 ホテルオークラ
9日 特装・技術幹事会 当会
11日 特装・技術幹事会 〃
16日 バス・技術委員会 〃

トレーラ・技術委員会 〃
17日 常任委員会 〃

第194回理事会 〃
技術発表会 くるまプラザ

18日 バス･ワンマン機器小委員会 当会
20～26日 バス・資材委員会ベトナム視察 ベトナム
23日 労務・安全衛生統計WG 当会
24～25日 トレーラ･合同研修会 香川
29日 環境・架装物リサイクル分科会 当会
30日 環境･工場環境分科会 〃

バス・技術委員会 〃
労務・安全衛生合同部会 栃木
バス・欧州視察報告および反省会 富山

◆2月◆
4日 特装・ローリ業務分科会 当会
4～5日 特装・サービス委員会工場見学会 熊本
6日 バス・塗装デザイン研究会 当会
7日 トラック部会 〃
7～8日 特装・コンテナ審査委員会 群馬
12日 トレーラ・技術委員会 当会
13日 バス・技術委員会 〃
14日 バス・ワンマン機器小委員会 〃

トラック・車輌運搬車分科会幹事会 〃
常任委員会 静岡

15日 理事会メンバー工場見学会 〃
トラック・ＰＲ委員会 当会

19日 トレーラ・サービス委員会 〃
関東支部役員会 東京

20日 環境･架装物リサイクル分科会 当会
環境委員会 〃
バン・業務委員会 〃

21日 特種・業務技術委員会 〃
特装・じん芥車分科会 〃

22～23日 欧州視察団工場見学会および報告会 神奈川
25日 特装・脱着車合同分科会 当会

トラック・車輌運搬車分科会 くるまプラザ
26日 特装サービス委員会 当会
27日 トラック・車輌運搬車分科会 〃
28日 広報委員会 静岡

環境・架装物リサイクル分科会 当会
29日 バス・資材委員会 〃

中央業務・規格緩和対応分科会 〃
29～1日 バン部会研修会 静岡

車体工業会活動報告

月 度 活 動 状 況
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代表者変更
●準会員
タキゲン製造㈱ 代表取締役社長 杉本直之

退　　会
●準会員
ナブテスコ㈱（資材部会）

＜改正のポイント＞　
（１）一定の労働条件について明示が義務化される。
（２）労働者の求めに応じて、待遇の決定に当たっ

て考慮した事項を説明することが義務化され
る。

（３）パート労働者の働き方に応じて、均衡のとれ
た待遇の確保が求められる。

①「正社員と同視すべきパート労働者」（職務内
容、人材活用の仕組みや運用等が通常の労働者
と同じで、契約期間が実質的に無期契約となっ
ている者）の待遇を差別的に取り扱うことが禁
止される。

②①以外のパート労働者についても、その働き方
に応じ、賃金、教育訓練、福利厚生について、
通常の労働者との均衡を考慮することが求めら
れている。

（４）正社員への転換を推進するため何らかの措置
を講じることが義務化される。

（５）パート労働者からの苦情の申し出に対応する
ことが求められる。

改正パートタイム労働法関係の詳細は、以下の厚生
労働省ホームページを参照。
http://www.mhlw.go.jp/topics/2007/06/tp0605-1.html

■平成20年度予算に係る新連携対策補助金の
公募について

－中小企業庁－
中小企業庁では、中小企業が事業の分野を異にする
事業者と連携し、新事業活動を行うことを支援するこ
とを目的として、平成20年度予算において新規採択の
ための公募を行うことになった。公募の内容は次のと
おり。
【事業概要】
（１）事業化・市場化支援事業

複数の中小企業が連携して行う新事業に必要な
新商品開発（製品・サービス）に係る実験、試
作、研究会、マーケティング調査等に係る経費
を補助。

（２）連携体構築支援事業
連携構築に資する規約の作成、コンサルタント、
マーケティング調査等に係る経費を補助。

【公募期間】
（１）事業化・市場化支援事業
・第１期：２月８日（金）～２月29日（金）
・第２期：７月１日（火）～７月31日（木）

（２）連携体構築支援事業
・７月１日（火）～７月31日（木）

訃　報
㈱仙台鈴木自動車工業代表
取締役 鈴木 勇氏が２月５日、
ご逝去されました。（享年61歳）
氏は、1997年７月から当会理
事および東北支部長として当
会活動にも積極的にご尽力い
ただきました。
葬儀は２月16日、仙台市の仙台葬祭会館「斎苑」
にてしめやかに執り行われました。謹んでご冥福
をお祈り致します。

【公募資料ダウンロード】
・平成20年度新連携対策補助金公募要領
・申請様式
詳しくは中小企業庁ホームページを参照。
http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/shinpou/080206shin-
renkei_koubo.htm

■原油価格高騰に伴う中小企業、各業種、
国民生活等への緊急対策の具体化について

－総務省－
原油価格の急激な高騰は、国民生活を直撃するとと
もに、十分に価格転嫁を行うことが難しい下請事業者
をはじめとする、中小企業や各業種に深刻な影響を与
えている。こうした状況を踏まえ、「原油高騰・下請
中小企業に関する緊急対策関係閣僚会議」を開催し、
６項目の柱となる対策の「基本方針」を策定した。
1.中小企業など業種横断対策
2.建設業、漁業、農林業、運送業、石油販売など
業種別対策

3.離島、寒冷地など、地方の生活関連対策
4.省エネ、新エネなど構造転換対策
5.国際原油市場の安定化への働きかけ
6.石油製品等の価格監視等の強化
詳しくは首相官邸ホームページを参照。
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/genyu/index.html



特種部会
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●最近の特種車を取り巻く環境について教えて
ください。
特種（とくだね）部会は、一部の特殊な物品積載設
備を有する自動車（例えばコンクリートミキサ車、冷
蔵冷凍車、塵芥車、粉粒体運搬車等）を除いた特種車
を製造している会員が集まった部会です。
近年の生産台数を見てみますと、部会全体で2001年
に約1.5万台、生産のピークは2003年の約1.6万台でし
た。昨年は約1.3万台であり、2006年に比べて、約２％
増と回復しています。これは、生産台数の多い保険用
車両が約10％と減少しましたが、同じく台数の多い緊
急用車両が約27％増えていることによります。保険用
車両の内訳では、福祉関係が重視されている中、車い
す移動車が減少していますが、これは一部のインライ
ン化により減少したもので、車いす移動車の販売全体
としての変動はほとんどありません。
特種車は爆発的に売れるということは難しく、世の
中の景気、政府の事業変化、補助金の変化などにどう
しても振られてしまうことが多いのが実状でありま
す。また最近は、材料、部品の値上がりが2005年にあ
り、その後も高値安定で続いており、特に鋼材、アル
ミ、特にステンレスが高騰していて、採算面で厳しく
なっています。
車種毎の生産台数が少ない中で、部品共用化、サー
ビス体制の設立等が重要な課題となっています。部会
員の皆がライバルでもあり、仲間でもあり、お互いに
切磋琢磨しながら業界を盛り上げていかなければなら
ない状況であります。

●特種部会の主要課題とその取組みについて教
えてください。
部会として、次の項目が主要な課題と考えています。
これらへの対応を2008年度事業計画に反映し、よりよ
い部会活動を行っていきたいと思います。

・新規JABIA規格の策定
・環境課題への部会内取組みの促進
・原材料値上げへの対応
また、新規の会員の勧誘も積極的に行いたいと考え
ています。

●今後の計画や抱負はいかがですか？
例年行っている内容ですが、自動車検査法人との技
術検討会の定例開催を継続して行い、検査する側と検
査に持ち込む側の忌憚のない意見交換を実施し、検査
をよりスムーズに出来るようにしていきたいと考えま
す。
また、部会としての環境対応のやり方、特種として
JABIA規格の新規策定等も部会活動に組み入れて「環
境に優しい特種車」造りを行っていきたいと思います。
特種部会は、少量多種の車両を生産していますので、
車種を越えた部品共用化等、幅広い協力体制ができれ
ば、より活発な部会活動ができるので、2008年度はよ
り一層押し進めたいと考えます。

1966年 9月　㈲イズミ車体製作所　入社
1972年 11月　㈲イズミ車体製作所　取締役就任
1993年 12月　㈲イズミ車体製作所　代表取締役社長

（1995年 12月　株式会社に変更）

2004年 5月　理事　就任
2005年 5月　特種部会長　就任

読書（愛読書は月刊「致知」、氷川清話「勝海舟自伝」）
お酒は「フランス産赤ワイン」

威圧感のある強面の風貌から想像もつかない優しさと信念
を持っている九州男児。いろいろな会議でも他人の意見を
じっくり聞いてから、ずばっと鋭いご自分の意見を発言さ
れているが、他人への細やかな配慮も決して忘れない方で
ある。

1. 部会概要
昭和29年に設立。特種車両を製作する会員で構成さ
れた部会で、現在は「特種用途自動車の構造要件」に
記載のある車種のうち、主に次の車種を製作している
会員で構成されている。

医療防疫用：レントゲン車、検診車、採血車、等
保　健　用：患者輸送車、車いす移動車、等
緊　急　用：救急車、警察車、護送車、標識車、等
公　務　用：図書館車、野犬捕獲車、等
作業工作用：水道作業車、道路維持作業車、等
検査測定用：路面測定車、探査車、等
放送通信用：衛星中継車、テレビ中継車、等
広告宣伝販売用：移動販売車、食堂車、等
サービス用：現金輸送車、教習車、活魚運搬車、等
娯　楽　用：キャンピング車、移動ハウス車、等

現在の部会は、35会員。
生産台数は、①保健用、②緊急用、③サービス用、
④作業工作用、⑤医療防疫用の順に多く生産している。
近年の部会全体の暦年生産台数は、2003年の約16,300
台をピークに2006年には約13,000台となっている。

２．組織
（１）2007年度役員は以下のとおり。
部会長　　古庄　忠信（㈱イズミ車体製作所取締役社長）
副部会長　林田　廣一（㈱林田製作所取締役社長）
副部会長　五島　洋　（京成自動車工業㈱取締役社長）
監事　　　河野　美晴（㈱河野ボデー製作所常務取締役）
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トレーラ型
大型中継車

特殊救護車

排水ポンプ車

（２）委員会構成と活動内容
①業務委員会
中央業務委員会活動内容と部会内の営業関係課題
等を進捗。
・不正改造根絶活動の推進
・会員拡大の進捗
・部品共用化／共同購入の検討
・部会内サービス体制の検討
・異業種を含めた研修会／工場見学会の実施
・部会内情報交換

②技術委員会
中央技術委員会活動内容と技術関係課題等を進捗。
・特種要件の国土交通省への各種要望、提案
・関係法令改正等への対応、意見照会、要望出し等
・自動車検査法人との技術検討会の実施
・JABIA規格の作成
・部会内情報交換

マラソン
中継車



――従業員の特徴は？
マニュアル化した品質

管理も大切ですが、当社で
は各作業者が社会的責任を自覚
し、それぞれが得意とする作業を
ひとつひとつ確実にこなしていく
ことを大切にしています。
そこでゆっくり時間を掛けて仕
事を覚えるということを取り入
れ、ローテク、ロースピードに信
念と自覚を持って、仕事をこなし
ています。その結果、小さな職人
集団でも、社会に押しつぶされ
ない技能、技術を持っていると
思います。

――若手の育成で力をいれてい
ることはありますか？
毎年、新卒採用を行っています。
５年、10年、15年と長いスパンで
頑張ってくれる人を大切にしてい
ます。
技術を習得していく中で、生き
ることにも自信をつけ、持続力も
養っていく。そのことが将来、世
の中に迷惑を掛けない、人間づく
り、品質づくりに繋がっていくと
考えます。

稼働中のカチオン電着塗装。自動車部品の
みならず、異業種の塗装注文も受ける

従業員の平均年齢は42歳ほど。各工程で
も慣れた手つきで作業する若い人が多い

24

――御社で製作し
ている主力製品につ

いてお聞かせ下さい
河野社長 タイヤサービスカー
や起震車など、最近は機器メー
カーとタイアップした車両が多
いですね。

―― これまでの製作車両の中で、
印象に残っているものはあります
か？
30年くらい前になりますが、側
面開放出来るアコーディオントッ
プ車両を当社のオリジナルで製作
していました。小口配送に便利だ
とお客様からも人気で、一時はメ
イン車両でした。

最近では、税関仕様の検査測定
車などがあります。港や空港など
に待機して輸入品のチェックなど
に使用され、武器や麻薬の密輸発
見などに活躍しています。

――設備の中で特徴的なものはあ
りますか？
設備ではないのですが、当社は
３工場あり、それぞれに特徴が違
っています。この東部工場は、一
品架装物がメインで、カチオン電
着塗装工程も備えています。

広島市西区にある西部工場はミ
ニ量産を、茨城にある関東工場は、
営業とサービスの拠点であり、自
社向けアフターフォローの役割を
担っています。

――御社のモットー、今後の抱負
などをお聞かせください。
「社会変化は大きく変わっても、
物づくりの原点というのは、昔と
そう変わらない」を信念に、才能
の有無を問わず、地道に辛抱強く
仕事に取り組める人材を大切にし
て、品質のよい製品を造っていき
たいと思っています。

側面全体がカーテンで覆われている。
小口配送に用いられる

ワイドキャビンには、タイ
ヤ交換に必要な道具が積ま
れている。サイドにはジャ
ッキ入れも付いている

航空関連会社の依頼で製
作したのが最初で、どこ
でも行けるよう、全体が
コンパクトに出来ている

広島市内に本拠
地を置く㈱河野ボデ

ー製作所は、1953年の創業から今
日に至るまで、特種車両の製作に
力を注いでいる。創業当初は、専
用荷台、特殊ボデー、幌架装など
を行っていたが、1963年に広島大
州に大州工場を開設すると、㈱広
島マツダの指定工場となり、二次
架装などで事業展開を始める。こ
れにより㈱広島マツダをはじめと
する全国のマツダおよびマツダ系
ディーラーからの特殊架装を受注
することになる。
このマツダ系ディーラーとの関
係は、特種車両製作の技術向上だ
けでなく、どんな要求にも応えら
れる人材育成へと繋がっていく。
特にディーラーの営業マンには、

営業のマニュアル化が進む今日、
臨機応変にお客様の相談に乗れる
河野ボデーの社員は欠かせない相
談役になっている。
1972年に大州第2工場を増設す
るが、1986年に第1、第2工場を合
併し現在ある東部工場を開設す
る。マツダ扱いの特種車両の架装
受注は、東部工場の開設後も拡大
を続け、多様なニーズに応えるた
めに技術・技能向上も図ってき
た。そんな中で生み出されてきた
のが、アコーデオントップや図書
館車であり、現在の起
震車、タイヤサービス
カーなどである。
1993年に東京立川に
関東工場を開設、1997
年には東部工場にカチ

オン電着塗装工場も建設、スチー
ルバン等の板金架装にも対応でき
るものとなった。
最近の10年ほどはマツダ以外の
メーカーの仕事も受注し、更なる
業務拡大に励んでいる。河野社長
は、「工場の開設も設備の導入も
いろいろきっかけがあって、ここ
までやってきた」とこれまでを振
り返る。そこには人と人とのつな
がり、お客様のニーズに応える技
術があり、今日へとつながってい
る。
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DATA
■東部工場

広島県広島市安芸区矢野新町

２丁目3-57

TEL  082-885-1411

FAX  082-885-2270

■資本金　3000万円

■従業員　95名

■事業所規模

本社工場　約3,300㎡

東部工場　約5,200㎡

関東工場　約4,300㎡

■車体工業会加入

1979年（特種部会）

代表取締役

取材／（社）日本自動車車体工業会　事務局次長　瓜谷優一
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●住江織物㈱

シートクッション材の未来形
「ポリエステル硬綿」

住江織物株式会社（代表取締役社長　吉川一三氏）
では、バスの内装材をトータルで提案。送迎用から路
線・観光バスまであらゆるお客様にご満足いただいて
いる。
「ポリエステル硬綿」は、機能性と快適性をベース
に、これからの素材基準として重要な位置を占める安
全性や、さらにはリサイクル性も考慮して、住江と帝
人が共同展開する、高弾性ポリエステル車両シートク
ッション材。
万一、燃えても有毒な燃焼ガスの発生が少なく、一
部でケミカル・リサイクルも実現されており、純度
99.99％のポリエステルに再生されている。

□お問い合せ先　住江織物㈱　車両内装資材事業部
〒580-0006 松原市大堀1-5-8
TEL：072-330-2674 ・FAX：072-330-2746
URL：http://suminoe.jp

●ゴールドキング㈱
トラックの冷凍車、冷蔵車に最適の
「ＬＥＤ庫内灯」を発売中

ゴールドキング株式会社（代表取締役社長　小澤賢
記氏）では現在、エレクトロニクス＆アメニティを
テーマに幅広く社会のニーズに対応するため、新しい
技術の研究と開発に積極・果敢にチャレンジしてい
る。ＬＥＤ庫内灯は、お客様から好評を得ている。
〔特長〕
・低温に強く、素早く点灯。
・ドア開閉時などの点灯、消灯の繰り返しによる劣
化に強く超寿命。
・明るさは、８W蛍光灯同等以上。
・２点ビスでの簡単取付（既存車取付用パーツも用
意）。
・DC24V･DC12V対応。

□お問い合せ先　　ゴールドキング㈱　本社
〒454-0912 名古屋市中川区野田1-380
TEL：052-352-2421 ・FAX：052-361-1402
URL：http://www.goldking.co.jp

日本板硝子株式会社（代表取締役　藤本勝司 氏）
では、ユーザーの感性である皮膚が感じる熱さ（熱暑
感）を指標とし、皮膚温度測定との関係を研究、より
快適な車室内空間に役立つ「IRカットガラス」の開発
に取り組んでいる。
IRカットガラスは、主に赤外域の光線の透過量を減
らすことで、熱暑感を低減
するガラスで、①ガラス表
面に特殊な材料をコーティ
ング、②ガラス組成にIRカ
ット効果のある材料を入れ
る、③中間膜にIRカット効

●日本板硝子㈱
ＩＲガラスで、熱暑感を低減

□お問い合せ先　　日本板硝子㈱　東京本社
〒108-6321 東京都港区三田3-5-27

住友不動産三田ツインビル西館
TEL：03-5443-9517 FAX：03-5443-9551
URL：http://www.nsg.co.jp

2種の繊維が立体的に絡み合ったタン
グル・スプリング構造を持っている。
繊維がしっかりと、しかも柔軟に結び
ついているので、強靱で弾性回復力に
富み、優れた耐久性をも併せ持つ

繊維の交錯点がエラスティック・ポリ
マーでアメーバー状に固着されている

TKD-2T734

・合わせガラス

・強化ガラス

・IRカットガラス

・ガラスアンテナ

・撥水性ガラス

・解凍・解氷

・調光ガラス

・防曇ガラス

・防犯ガラス

果のある膜を採用した合わせガラス、などがある。
その他多種多様な自動車・車両用ガラスを開発、価
値観の変化に対応する商品を取り揃えている。

●自動車・車両用ガラス一覧
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資材部会ビジネスネットワーク

STAGE 44

●住友スリーエム㈱
貼るだけで車両の存在をアピール
スリーエムTMダイヤモンドグレードTM

コンスピキュイティ反射シート

住友スリーエム株式会社（代表取締役社長 ジェシ
ー・ジー・シン氏）では、夜間や薄暮に多発する大
型車両の事故に対応した〈スリーエム〉ダイヤモンド
グレードコンスピキュイティ反射シートを発売、国内
だけでなく、欧州、アメリカなどでも好評を得ている。
〔特長〕

・「道路運送車両の保安基準」に適合した製品（Eマーク付）

・優れた広角性

・簡単な施工

・長い耐久年数

□お問い合せ先　住友スリーエム㈱交通安全システム事業部
〒158-8583 東京都世田谷区玉川台2-33-1
TEL：03-3709-8357（本社）
URL：http://www.mmm.co.jp

●天龍工業㈱
「バスかわるシステム」で

バス全体を考え、ご提案

天龍工業株式会社（代表取締役社長　福西健二氏）
のシート事業は、バス・鉄道車両・船舶・航空機など
各種乗物用座席づくりに情熱を燃やし続けて半世紀、
バス用座席では90％のシェアを持つ日本一の座席メー
カーとして、わが国の輸送産業に大きく貢献している。
「バスかわるシステム」とは、１台のバスを数通り
に使えるように、バス室内にレールを設置。シートや
各種ユニットをレール固定することで、さまざまな室
内レイアウトが可能となり、１台のバスをいろいろな
お客様に合わせることが出来る。個性と低コストとい
う相反する要望に応える、これからのバス運行を見据
えたシステムである。

□お問い合せ先　天龍工業㈱　営業部

〒504-8642 岐阜県各務原市蘇原興亜町4-1
TEL：058-382-7415 FAX：058-382-7414
URL：http://www.tenryu-kogyo.co.jp

〈スリーエム〉ダイヤモンドグレー
ドコンスピキュイティ反射シート
は、入射光を光源方向に真っ直ぐ反
射する再帰反射効果を備えたプリズ
ムレンズ型反射シート

シート取り付け方法を共通化す
ると、いろいろな物が取り付け
出来、乗客が少ない時は、シー
トピッチにゆとりを取ることも
可能。デザインから施工までを
トータルで行う。張り替えやボ
デー塗装だけではない、シート
メーカーならではのシステム

車両マーキングを施していないトラックと施しているトラック
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実行しようかと思い始めました。健康維持、更に促

進といえば「運動をすること」と連鎖しますが、元

来何をしても長続きするほうではなく、果たして実

行できるか、自信がありませんでした。そんなこと

を考えているうちにふと、10年程前に従弟に誘われ、

ある河川敷ゴルフ場で練習をしたことを思い出しま

した。

その時は、数度通っただけで長続きしませんでし

たが、一念発起し再び行ってみることにしました。

河川敷ですからネットもなく開放感があり、なかな

か良い気分でしたが、久々のことで打球はうまく飛

んでくれず、練習は惨々な結果に終わりました。

が、妙にすがすがしさが残り、また来ようという

気が起こったのです。2回、3回と通うようになり、

今では練習場の常連となり3年間が過ぎてしまいまし

た。場内は、奥行約300ヤード、その先は芦の茂み、

またその先は川面となっており、夏は直射日光を浴

び、冬は寒風にさらされるという厳しい環境ですが、

これがまた試練を乗り越える「精神鍛錬」の場など

と自己満足に浸っています。女房には、逆に健康を

損なうのではと心配を掛けている始末です。

いまだ腕は上がらず、スコアメイクに結びつくよ

うな状態ではないのですが、早く「ゴルフが趣味で

す」と、人前で自慢できるようになりたいと頑張っ

ています。またそれにも増しての楽しみが、練習の

あと家に帰って飲むビール。「うまいっ！！」の一言

です。

の出来事ですが、未だに鮮明に覚えています。

最近では、親しい友人夫婦と今流行りの北海道の

旭山動物園に行き、家族同士での楽しいひと時を過

ごしました。

旭山動物園は噂に違わず動物を間近で見れるよう

工夫がしてありました。皆さんも機会があれば、ぜ

ひ訪れて欲しいと思います。蛇足ですが、お土産は

『じゃがポックル』という名のポテトチップが大変お

いしいです（ちなみに北海道限定商品です)。

一昨年の9月には、車体工業会主催の『2006年欧

州視察』に参加し、11日間でドイツ、イタリア、フ

ランスの3カ国の企業を視察しました。あこがれの

ヨーロッパでは、見るもの聞くもの、全て新鮮で感

動しまくりでした。この視察では、いろいろな業種

の方との交流も出来、私にとって貴重な体験となり

ました。

昨年には、一年ぶりでの交流会が開催され視察メ

ンバーの方々と欧州視察、近況状況等の話に時間を

忘れて楽しいひと時を過ごすことが出来ました。

数年前まで「健康管理」ということに、あまり頓

着もなく過ごしていたのですが、齢50歳半ばを過ぎ、

せめて現在の健康を維持するために何かひとつでも
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ドイツ・シェレの木骨組みの家並みの前で

鍋料理とビールを飲み、アウトドアでの食事のうま

さを堪能しました。下山後には温泉に立ち寄り、疲

れも癒すことも出来、来て良かったと感じました。

それから、登山靴や登山用のバッグ等の用品を１

点ずつ買い足して行き、月に１度は山登りに行くよ

うになり、今では北アルプスにテント泊するまでに

なりました。

よくいわれていることですが、山歩きの良さは森

の中での鳥のさえずりや渓流のせせらぎを聞きなが

ら歩き、山頂での景色を見、自然に触れることだと

実感しました。それにより仕事などの悩みや心配事

も忘れられ、リフレッシュしています。

私の楽しみは、旅行です。近場の日帰り温泉への

ドライブから飛行機等で出掛ける海外旅行等さまざ

まです。

学生の頃は、よく友達と突然目的もなくドライブ

に出掛けたものでした。夜中に当ても無く国道１号

をひたすら東に走り(当時は岐阜県各務原市に住んで

いました)、静岡の三保の松原を過ぎ、６時間位掛け

て朝方富士山の五合目にやっと着きました。

長距離のドライブで心身共疲れきっていましたが、

五合目からみた夜明けの太陽は大変壮大で、感動し

ました。帰りもお金が無いので、車のガソリン代の

ため食事もろくに取らず、国道をひた走りしました。

今なら新幹線か高速で行くのが普通ですが、じっ

くり時間を掛けて富士山に行ったので、30年以上前

29

私が山登りを始めるきっかけは3年前の秋、学生

時代の友人と10数年振りに飲みに行き、酔った拍子

の安易な相槌からでした。

山登りを趣味としている友人は、登った山のこと

をさも楽しげに話し、友人との再会のおいしいお酒

の勢いで、登る日にちまで決めてしまいました。し

かしながら、その日が来るまでどうやって断ろうか

と算段しましたが、断るネタがなく、いやいや参加

しました。

登ったのは、奥多摩の陣馬山という標高855ｍの

初心者向けの山、集合場所の近くの駅に行くとすで

に友人と友人の山仲間も到着していました。その格

好は皆、見るからに山歩きの格好、一方、私は友人

の汗をかいてもよい格好というアドバイスのとおり、

Ｔシャツ、スニーカーといういでたちです。不安を

感じながら登り始めました。初めて山登りをする私

を気遣ってゆっくり登ってもらったせいか、遅れる

こともなく、頂上に到着することが出来、頂上では
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私の自転車生活は突然始まりました。車社会で不自

由なく生活していた私にとって、自転車に乗っていた

のは遠い昔。その存在は私の頭の片隅にうっすら残り、

まるで化石のように古ぼけた記憶でした。

ところがある日、映画のワンシーンによって、自転

車が私の頭の中に劇的に蘇えってきたのです。ロード

バイクに乗った女性が、爽快に走っていくシーン。そ

れは、約120分間の映画の中でわずか2～3分の場面で

したが、その瞬間、私は大きく心が揺さぶられてしま

いました。人間も自転車も背景も、映るもの全てが美

しく、そして格好良いのです。

その映画を何度も繰り返し見るようになり、徐々に

「乗ってみたい！」という感情が湧き出してきて、つ

いにはサイクリングショップに足を運ぶようになりま

した。

きっかけは些細なことでしたが、まるで高速エレベ

ータに乗せられたかのように、急激に自転車に惹かれ

ていく私がいました。

その後、試行錯誤の末、何とか自転車（ロードバイ

ク）を入手し、今では暇さえあればサドルにまたがっ

ています。

必然的に通勤も自動車から自転車へと生活パターン

が変わりました。それによって仕事へ向かう時の気が

重いダーク色の通勤時間が、まるで魔法にかかったよ

うにパステルカラーの艶色な時間に変わっていったの

です。

また自転車で会社に着く頃には全身に血が駆け巡っ

て、アドレナリンが分泌してきます。カラダの中で炎

がチロチロと燃えているような感覚になって、いきな

愛車とともに

り「戦闘モード」がＯＮになります。

反面、帰り道は仕事の疲れでヘロヘロですが、でも

ペダルを踏み込んだ瞬間に「前進」するという素朴な

行動が爽快感となり、ストレスを解消して蘇生できる

のです。

それから会社ではサイクリングクラブに所属して、

年に４～５回のクラブランにも参加しています。やは

り一人で走るよりは集団で走った方が断然楽しいので

す。どちらかというと、チカラの尽きるまで走るとい

うものでは無く、風景を楽しみながら移動するという

感じです。

でもそれこそが自転車乗りの醍醐味かも知れませ

ん。春には草花が芽生え、夏には繁り、秋には色づく

という季節の変化を、自転車という最高の相棒と一緒

に走りながら感じることが出来るのですから。

とにかく自転車は楽しいです。こんなに夢中になる

とは私自身思いもしませんでした。できることであれ

ば15年前に戻って、そこから自転車生活をやり直した

いくらいなのです（気付くのが遅かったので…）。

これから先も、きっと多くの時間を懸けて自転車と

関わっていくと思いますが、その度にワクワクとドキ

ドキを与えてくれる相棒に感謝です。
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㈱瑞穂　技術・サービス部

コンテナ設計。

まだまだ未熟な私ですが、
自分が作図した図面でコ
ンテナが出来上がり、よ
く出来ていると褒めても
らえた時は、うれしかっ
たです。

芸能人でいうと、玉木宏。

本番でサックスを演奏し
ている時。

サックスを吹くこと。
小学校や、ショッピング
センターなど、いろんな
人の前で演奏してます。

「お客様の声を形に」をモ
ットーに、スピード・コ
スト・アイディアでお応
えする製品造りを心がけ
ています。

㈱東洋ボデー　　営業部

平ボデーの営業。

お客様とたわいのない世間話を
している時が一番楽しい。

スノーボードをしている時と野
球をしている時。

ゲレンデの山頂で一服している
時。

焼き肉の中でもユッケが大好物
です。焼いていませんが…。

お客様に満足していただけるよ
う、大好きなトラックについて
日々勉強しています。

先日「中小企業IT経営力大賞」
を受賞しました。今後もより一
層、IT化に力を入れ、短納期、
低コストで顧客満足第一に頑張
ります。

秋山
あきやま

雄一
ゆういち

さん

井川
い が わ

春香
は る か

さん

真ん中がご本人
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特装車体　2006（平成17）年度 1月～３月生産台数特装車車体　2007年10月～12月生産台数

DATA BOX
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トラック車体　2006（平成17）年度 1月～３月生産台数トラック車体　2007年10月～12月生産台数

乗用車及び商用車車体　2006（平成17）年度 1月～３月生産台数乗用車及び商用車車体　2007年 10月～12月生産台数
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バン型車体　2007年10月～12月生産台数

※「ボトル運搬車」をトラック車体集計表からバン型車集計表に移動（現在ボトルカーの車型はバン型車であるため）

DATA BOX
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特種車体　2006（平成17）年度 1月～３月生産台数特種車体　2007年 10月～12月生産台数
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3月となっても寒い冬の天候
が続いており、2週間遅れでや
っと小田原の曽我梅林が満開に
なった。先月の梅祭りイベント
に行った時はまだやっと二分咲き

で寂しく、観光協会の人も自然相手だからと諦め顔。
日本経済も冬空同様に見通しの暗い状態が続いて
いる。米国のサブプライム問題や投機対象となった
原油高騰が主要因で、われわれの自助努力を越えて
おり歯がゆさだけが増していくが、こちらは諦める
訳にはいかない。

いいニュースは、相続税の大幅低減など中小企業
税制改革法案が出たことである。当会の要望を大幅
に超える内容であり、党利党略の国会論議だけでな
く、早くこの法案審議を進めてもらいたいものだ。
今号特集の一つにベトナム視察報告を掲載した。
最近、企業のベトナム進出はブームというほど脚光
を浴びており、当会も３部会が視察に行った。視察
参加者はベトナムの活気溢れる実態に感動を覚えた
とのことだが、その感動を誌面ではなかなか伝えら
れないのは残念である。ぜひ皆様も機会を作り、現
地で体感を。 （橋本）

■表紙写真について

「20 積石油タンクローリ」

ＧＶＷ25tのタンクローリ専用エアサス

シャシにタンクとフレームを一体にし、

強度を確保しつつ軽量化を実現したモ

ノコック構造のタンクフレームを採用。

液体を排出する配管に傾斜をつける

ことで排出性能を向上させるとともに、

残液を極限まで減少させるＶ字配管と、

液漏れの無いアルミ製四方コックによ

って安全性と作業効率を向上させた石

油燃料の効率輸送車です。

－第38回通常総会のご案内－

◆日　時　2008年５月23日（金） 15時30分～

◆場　所　ホテルパシフィック東京　「萬葉」

港区高輪３－13－３

TEL 03－3445－6711

◆議案他　2007年（第38期）事業報告に関する件

2007年（第38期）決算案の承認に関する件

2008年（第39期）事業計画案の承認に関する件

2008年（第39期）収支予算案に承認に関する件

2008年・2009年度役員選任の承認に関する件

その他

◆懇親会　17時～18時30分（予定）

ホテルパシフィック東京　「萬葉」

DATA BOX
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バス車体　2007年 10月～12月生産台数

トレーラ　2007年 10月～12月生産台数



�






